




　４月３日の入学式（多摩）閉式直

後、保護者席から感嘆の声があがっ

た。「お父さん、やっぱり来て良かっ

た」「そうだな、応援団長が
りり

凛々しい

な」

　羽織はかま姿の横山貴俊団長（商

４）が、酒井総長・学長らに続いて、

壇上にすっくと立つ。まなじりを決し

た表情、腰を60度に曲げてあいさつ。

約5000人の参列者に向けて、

　♪憧れ高く空ひろく　理想の光

あやなせる…と中大応援歌『あゝ

中央の若き日に』（歌詞・中大学友

会選定、作曲・古関裕而）を披露し

ていた。

　両手を縦横いっぱいに広げて指

揮を執る。指の先まで真っ直ぐに伸

ばす姿から、自らに課した使命をやり

遂げようとする強い気持ちが伝わっ

てくる。

　声と気迫で引っ張るリーダー部。

華やかに応援を彩るチアリーディン

グ部。音で応援を勢いづけるブラス

コアー部。この３部で中央大学応援

団は構成される。3部のメンバーはこ

ぞって声量と表情が豊かである。

　躍動感あふれるエールの最後は

「フレー フレー 新入生」。明晰な滑

舌でコールした。

　配布された式次第に応援団登場

の記載はなかったから、中大応援団

を初めて見る人たちはサプライズに

驚き、彼ら彼女らの行動が実にきび

きびとしていて、人に好感を抱かせ

たのに再度びっくりする。

　「来て良かった」の気持ちは、応援

団のパフォーマンスを見つめる新入

生や保護者らの楽しそうな表情に現

れていた。
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今野沙都さん

　「応援団は、学生活動でありなが

ら、広く大学全体を鼓舞することを

特徴とします。存分に楽しんでいた

だきたい。一方で厳しい面もありま

す。礼節をわきまえない人に応援さ

れてもうれしくありません。自分自

身がしっかりすることから始めま

しょう。ただ、野球場での応援活動

中、ボールが飛んでくることがある

かもしれない。炎天の日もあるで

しょう。万が一のときは『大丈夫で

す』とは言わないように。先輩たち

に心配かけまいと、そう答えるのは

美徳でもなんでもない。困ったこと

をひとりで抱え込まず、何でも話し

てください。私たちは、そのために

います」（新入部員を迎える入団式

のあいさつで）　

　　　スタンドに来てくださる観客

や中大卒業生のみなさんが、私た

ちの応援や演奏で笑顔になり、中

大勝利の喜びを分かち合えたと

き、やりがいを感じます。 

　それには私たちがまず明るく笑

顔になって応援します。私自身、楽

しいです。 

　高校時代、学校の近くにプロ野

球東北楽天ゴールデンイーグルス

の本拠地があり、よく応援に行って

いました。中学・高校と楽器（中学

でクラリネット、高校でクラシックギ

ター）を演奏していて、中大入学

後、スポーツを楽器で応援したい、

とホームページを検索。ブラスコ

アー部に出会いました。４年間、活

動しているうち、大きな声も出るよ

うになりました。　

ブラスコアー部のやりがいは何ですか

A

今野 沙都
副団長・ブラスコアー部部長（法４）

Ｑ

開かれた応援団
佐藤信行応援団3部部会長（中大法科大学院教授）

パフォーマンス前の
座学

　応援団は硬式野球部のほか、ボー

ト部、アメリカンフットボール部、自転

車部、相撲部、スケート部（アイスホッ

ケー）などの応援もする。競技にふさ

わしい応援になるよう、応援団３部

は創意工夫して、ベストパフォーマン

スを完成させる。

　一方、適切な応援をするために

は競技ルールを学び、声援を送る

ポイントを知る。応援先の現役部員

を招いた講習会を開き、ルール解

説を受けた後に質疑応答。スタジア

ムでのパフォーマンスの前に座学

があった。
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中道麻記さん

     　自分たちの「笑顔」で「人を

『笑顔』にできる」ことです。私たち

は応援団で唯一、競技と応援を両

立しています。

　競技面では、チーム一丸となって

１つの演技を作り上げます。その

練習過程は辛いこともありますが、

そこで生まれた信頼関係や、作り上

げた演技を大会でミスなく終えた

時に味わう達成感は格別です。

　また、競技と応援を両立している

からこそ、応援者、競技者両方の立

場がわかります。その強みを生かし

て、応援面では日 「々選手に届く応

援」を追求しています。私たちの応

援声援が少しでも選手の闘志とな

り、力となっているならば、うれしい

限りです。

チアリーディング部のやりがいは何ですか

A

中道 麻記
副団長・チアリーディング部副部長（商４）

Ｑ

生涯応援団

　応援団は卒業後も応援

団。2018年入学式の式典

後、元団員が自らの仕事休

みを返上して、応援団の良

さをアピールした。

　正月２日、３日には箱根

駅伝応援と新年交歓などで

東京・大手町のスタート付

近や神奈川・箱根町のゴー

ル周辺に団員の輪が広がっ

ている。
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表紙の人

神宮球場正面前、団旗のもとで記念写真

もっと
り
たい
知

へぇ～

　応援団３部は学内スポーツの応援、式典
参加などのほかに、自らのパフォーマンスを
高めて学外でも活動している。

　各大会出場時には、ほかの部が応援に出
掛け、競技者・演奏者になった仲間を盛り
上げる。

リーダー部　全日本学生応援団連盟 
「本部記念祭」出場
チアリーディング部　学生日本一を決
める全日本学生チアリーディング選手
権大会に出場
ブラスコアー部　独自に演奏会を企画

応援団3部の学外活動

　中大応援団の創部は戦後の昭和21年
（1946年）、翌年には東京六大学野球、全
国中等学校野球大会（現在の高校野球）、プ
ロ野球ペナントレースなどが相次いで復活。
応援団の活躍の場が整った頃だった。　

70余年の歴史

▽

▽

▽

青春、プレイバック

　神宮で観戦中のＣマークの帽子を

かぶったシニア世代男性が話してく

れた。

　「フィンガー５の学園天国が流れて

びっくりした。われわれの学生時代の

歌ですよ。ヒット曲だよね。若い応援

団はたぶん知らないだろうが、よく選

曲してくれた。思わずノッてしまった

よ」と照れながら、「おかげさまで楽し

い時間を過ごせました」と感謝した。

エールにほろり

　過去に涙のエピソードがあった。

応援団数人が以前、ある学内活動団

体４年生の卒業を祝う会に招かれ

た。フィナーレの演舞前、ＯＢの幹事

が飲食店内各テーブルを回って事情

を説明し、理解を求めた。

　中大の席で、フレー フレー 卒業生

コールが終わると、別テーブルから

数人がやってきて頭を下げた。「私た

ちは中大卒業生です。フレー フレー

をもう一度やってほしい。お願いしま

す」

　アンコールに場内から万雷の拍手

が沸き起こった。脇役のはずだった

応援団が主役になった瞬間。中大の

輪が急に広がって、居合わせた人た

ちがみな笑みを浮かべた。うれし涙

もこぼれたそうだ。

中央大学応援団
歴史と伝統
新たな発信
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